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注:略語説明

ERP(EnterpriseResource

Planning)

WMS(WarehouseManage-

mentSystem)

EDl(ElectronicDatalnte卜

Change)

ロジスティクスを支援するシ

ステムインテグレーション

WMSを核としたトータル

ソリューションを提供するロ

ジスティクスシステムでは,

物流センターシステム,輸配

送システム,および基幸手シス

テムの融合が重要である｡ま

た,物流業務を包括して請け

負うアウトソーシンク(外部

委託)ソリューションにより,

一連の企業活動の効率改善を
図る｡

今日の流通業では,経営環境の変化や企業経営のスリム化の実現を背景に,ロジスティクスに対する期待は高まる一方であ

る｡ロジスティクスの核となる物流センターシステムでは,効率的な庫内業務の実現による物流コストの削減と,サービス向

上による新規荷主の開拓,顧客の固定化がこれまで以上に重要な戦略課題となっている｡また,本業回帰指向により.荷主の

物流業務を包括して受託する,3PL(ThirdPanyLogistics)によるアウトソーシング(夕帽β委託)の動きが活発化している｡

このような企業の動きに着日し,日立製作所は,WMS(Warehouse ManagementSystem)パッケージとして,業種･機能

別テンプレート提供型タイプの"HITLUSTER”と,汎用タイプの"MARC”く､◆1､･から成るソリューションを開発した｡"HITLUSTER”

では,小売業を中心に支援する通過型モデルと,卸売業を中心に支援する在庫型モデルを用意している｡"MARC”については,

全世界で約250社の導入実績を誇る｡さらに進んだロジスティクスソリューショとして株式会社日立物流との連携により,調

達物流から生産物流,販売物流,国際物流,廃棄物物流に至る一連のサービスを支援する｢物流アウトソーシングソリューショ

ン+を提供している｡

はじめに

企業が抱える物流問題には,多様化する消費者ニーズ

に対応するための取扱アイテム数の増加や在庫管理の複

雑化などさまざまなものがあり,企業の物流コスト比率

も高いものとなっている｡また,近年の低成長経済の下,

多くの企業が収益改善の安素として｢物流+に柱目し,そ

の効率化を積極的に推進している｡流通経路の核となる

物流センターの高度情報化は多くの企業の課題であi),

同業他社に対する優位性を確立し,荷主･取引先との結

※1)MARCは,米国MARCAnalysisResearchCorp.の商品名称である｡
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び付きを強化するといった瓜や,保管･荷役などの物流

センターオペレーションをさらに効率的なものへと導く

役割を果たす点で重要視されている｡さらに,保管や輸

配送などのロジスティクスオペレーション業務にとどま

らず,業務全般を包括的に委託する,3PL(Third Party

Logistics)による物流アウトソーシング化へのニーズが高

まっている｡

H立製作所は,このような企業の動きに着目して,シ

ステム構築に関するさまざまな悩みを解決するために,

WMS(Warehouse Management System)ソリューショ

ンと,物流アウトソーシングソリューションを開発した｡

ここでは,各ソリューションの概要と,今後の展開に

ついて述べる｡

WMSソリューション

2.1WMSソリューションのコンセプト

多くの企業が物流の効率化を望んでいるが,予算や期

間,土地,人材などが限られていることが課題となって

いる｡こ讃1を解決するには,低コストで細則導人が叶能

なパッケージと,物流業務に精通した人材による,計画

からサポートまでの 一貫したサービスが必要である｡こ

のため,R立製作所は,以下のコンセプトに基づいた

WMSソリューションを開発した｡

(1)企業戦略レベルから物流現場道川レベルまで,顧客

の目標とする改革レベルに合わせた対応が叶能なよう

に,パッケージの品ぞろえを強化する｡

(2)物流業務のノウハウを熟知した専任アプリケーショ

ンエンジニアにより,高品質で,柔軟かつ効率的な

WMSを短期間で実現する｡

2.2 WMSソリューションの構成

WMSソリューショ ンは,パッケージ化した

``HITIJUSTER''と``MARC”,および導入支援サービス商

品である｢WMSトータルサービス+で構成している(図1

参照)｡

``HITLUSTERぃでは,小売業を中心に支援する通過型

モデルと,卸売業を中心に支援する在庫型モデルを用意

し,業種･機能別のテンプレートを提供する｡

大規模ユーザー用の汎用パッケージ"MARC”では,ロ

ジスティクス活動に必要な多様な機能を掟供する｡

サービス商品"WMSトータルサービス''では,WMS構

築を低コスト･短納期で実現するために,パッケージの

適用を前提とした標準構築手順を提供する｡
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小･中規模物流センター用の

パッケージ

業種･機能別テンプレート

㊥

パッケージ

パラメータ設定による汎用性

パッケージ

WMS

ソリューション

サービス

⊂垂亘)

･パッケージの適用を前提とした標準構築手順(各種テンプレートに
よる開発の効率化)

･物涜センターシステム構築の計画･設計から開免導入,サポート
まで一貫した支援

MSトータルサービ

図1WMSソリューションの概要

パッケージとトータルサービスにより,信頼性の高いWMSの構

築が可能である｡

HITLUSTER

3.1 HITLUSTERのコンセプト

流通業では,顧客サービスレベルの向上と全体コスト

削減というジレンマの中で,在庫の圧縮や作業スピード

と精度のl占J上,多頻度小口化への対応など,互いに背反

する課題があむ),さらに,商物分離による業務と,シス

テムの効率化も求められている｡これらを総合的に判断

し,計画段階から全体のバランスを考慮した検討が必要

となっている｡いかに安く,いかに早く,いかに自社の

業務改革目標に適合した物流システムを構築するかがポ

イントである｡

このため,日1エ製作所は,顧客の多様化するニーズに

柔軟に対応できるパッケージの提供を目標として,流通

業の物流分野でのシステム構築ノウハウを;疑縮したパッ

ケージー`HITLUSTER”を開発した｡HITLUSTERの特徴

は以下のとおりである｡

(1)業種･業態別に異なる物流センターの特性を考慮

し,′ト売菜用と して通過型WMSに対応した

"HITLUSTER-TC''と,口用雑貨品卸業用として在庫型

WMSに対応した■`HITLUSTER-DC''の∴つパターンをそ

ろえている(図2参照)｡

(2)物と仕事の流れである｢顧客連用+とIT(Information

Technology)や設備,制御などの｢技術+を･-･体として考

える｡そのため,自動倉庫,ソーティングシステム,ディ

ジタル ピッキング システム,無線端末などの物流設
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積み付けシステム

備･機器とのインタフェースや基幹システム,配送計画

システム,積み付けシステムとの連動も容易に行え,一

貫した物流システム構築が可能である｡

3.2 H什LUSTER一丁Cの特徴

HITLUSTER-TCは,小売業の共同配送センターで店

別･カテゴリー別仕分け作業を支援するシステムであ

る｡物流EDI(Electronic DataInterchange)によるデー

タ交換とバーコードの活用により,検品作業の簡素化と,

納品リードタイムの短縮を実現する｡また,ソーティン

グシステムの導入により,自動検品と自動仕分けが可能

となる｡

3.2.1 物流EDlシステム

物流EDIの採用により,伝票レス化の実現が可能とな

る｡例えば,各店舗からの発注情報は,本部システムを

経由して,取引先と物流センターに送信される｡取引先

では,発注情報を基に事前出荷情報を作成し,物流セン

ターに送信する｡さらに,事前出荷情報に対応したSCM

(Shipping Carton Marking)ラベルを発行し,これを納

品梱(こん)包単位にほり付けて物流センターに納品する｡

物流センターでは,事前出荷情報とSCMラベルを基にサ

ンプル検品を行い,検品結果を納品確定情報として本部

と取引先に送信する｡

3.2.2 バーコード検品システム

従来,取引先から直接店舗に納品された商品の検品で

は,目視による伝票との突き合わせチェックを行ってい

注:*NEUPLANETは,日立

エンジニアリング株式

会社の登録商標である｡

図2 H汀LUSTERの概要

HITLUSTERでは,顧客

の業務に柔軟に対応でき

る,業種別パッケージを提

供する｡

た｡これを,共同配送センターでは,バーコードによっ

て行う｡

検品作業では,商品のJAN(Japanese Article

Number)とSCMラベルのバーコードをスキャンし,実績

データを作成する｡また,標準物流バーコードである

ITF(Interleaved Two ofFive)コードが印刷されている

ケース商品に対しては,自動検品を実現する｡

これにより,検品作業の精度が向上し,検品ミスの防

止が可能となる｡

3.3 HITLUSTER-DCの特徴

卸売業を中心とした,入荷から検品,保管,流通加

工,出荷までの一連の作業を支援するシステムである｡

物流センター運用コストの削減を目的に,庫内作業の正

確性とスピードアップ,および高精度の在庫情報の維持

を実現する｡また,物流サービスの向上をウェブ械能で

実現する｡

3.3.1入庫番号管理

商品入荷時に入荷ロット単位で入庫番号を採番後,入

庫ラベルを発行し,商品にはり付ける｡ラベルには,商

品名のほか,納入期限やロット,入庫先の場所,各種バ

ーコードなどが印字されており,高い品質管理と正確で

スピーディな入庫作業が可能となる｡

補充が発生する場合も同様のラベルで運用できるた

め,作業の統一化を図ることができる｡また,商品出荷

も入庫番号単位で管理し,｢先入れ先出し+をサポート
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する｡

3.3.2 ロケーション･商品管理

運用に柔軟惟を持たせるため,固定ロケーションとフ

リーロケーションのそれぞれに対応し,在庫状況に合わ

せてロケーションを白山に変更できる｡

また,受け払い情報を有効に活用する仕組みを用意す

る｡在席を出荷量,出荷価格の高さ順にランク付けする

｢ABC在庫管理方式+による山荷実績については,現在

の位置づけだけでなく,過去のABCランクか出荷順位を

調べることにより,トレンドを分析できる｡人J†嫡二物量

推移では,日々の人Ll川行長と在樺量の傾向がわかる｡ロ

ケーション適件分析では,あるロケーションに焦点を当

て,どのくらいアクセスがあったかを把握でき,計由時

とのずれを発見することができる｡

3.3.3 インターネットインタフェース

日社の発注担当者や営業スタッフ,得意先などへの情

報提供を目的に,物流センター外からインターネット経

由で在庫情報,人称予定情報,出荷実績情幸Iiを月弔会でき

るインタフェースを持つ｡

MARC

4.1 MARCのコンセプト

サプライチェーンの中間である物流拠点の在席滞留を

削減するには,物流センターのWMS構築が重安になる｡

在庫情報の鮮度を保つために,EDIや情報共用化を回る

一一括物流の導入など,メーカー,卸うと業,小シl正業とも,

さまざまな対‾応策を講じている｡

WMSの具体的な要件は,(1)情報と物がリアルタイム

で処押され,かつ何期した作業指示や作業背理機能を保

持していることと,(2)機能の異なる複数拠点の導入時

に,運用の標準化と共通化が図れることなどである｡

こゴtらの要件に対応するために,口立製作所は,米国

TRW祉との掟携により,物i充センターシステム構築ソ

リューションとして,サプライチェーン システムのSCE

(SupplyChainExecution)システム分野で世界的に導入

実績の豊富なWMSパッケージである"MARC''の提供を

開始した｡

MARCは,物流センターの規模を問わず,パラメータ

設定によって物流センター内業務を管理することができ

るリアルタイム ソフトウェア システムである｡スタンダ

ードでそのまま使用できるパッケージとして,また,要

件に合わせて定義を行うこともできる,柔軟で,導入が

容易なシステムを必要としている顧客のために開発した
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パッケージである｡

4.2 MARCの特徴

(1)最新のテクノロジーと連動

Java一､三■コ■をベースにしたウェブによるGUI(Graphical

UserInterface),ORACLE墳3)との連携,ERP

(Enterprise Resource Planning)とのインタフェースを

実現している｡

(2)モバイルコンピューティング

RF(RadioFrequency)端末によるリアルタイムシステ

ムを実現し,LANやWANとの接続も可能である｡さら

に,パーム(手のひら)コンピュータや携帯電話などから,

ネットワークを介して,商品のステータスをリアルタイ

ムに検索することも可能である｡

(3)複数の荷_1三に対応した在韓管理

3PLのサービス提供業者のニーズに対応して,荷主が

複数存在する物流センターにも対応が可能なデータベー

ス構造である｡｡

(4)高度な運用ストラテジー(作業手順の定義)による庫

内作業の実現

棚入れストラテジーにより,入庫商品を厳密に管理す

ることができ,保管スペースの効率的な管理が可能であ

る｡さらに,ピッキングストラテジーによって作業効率

のよいピッキングを実現し,ピッキングのパフォーマン

スの向上に貞献する｡

(5)作業管理･作業者管理

作業と作業者の作業状況をリアルタイムに把握するこ

とによF),作業の優先度を考慮して作業者の割り当てや

変更もダイナミックに行うことができ,さらに,庫内作

業や作業者のキャパシティのバランスを効率よく保つこ

とが吋能である｡

(6)各種追跡機能文援

FIFO(先入れ先出し),FEFO(先有効期限日先出し),

LIFO(後入れ先山し),ロット番弓▲,シリアル番号など

の道川ルールに基づき,商品の特牲に関するさまざまな

情報の作成･追跡が可能である｡また,システム内の全

トランザクションをl口l復可能なログとして保存,参照す

ることにより,作業の所要時間の改善や生産性の向上を

図ることができる｡

※2)Ja＼′aおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは,米

国およびその他の国における米国Sun Microsystems.

Inc.の商標または登録商標である｡

※3)ORACLEは.ORACLECorporationの鷺録商標である｡
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(7)周辺システム群

SCEシステムのMARCには,以下のようなさまざまな

周辺システムがある｡

(a)MARC-Configurator Plus:意一駁決定支援とプロ

ジェクトマネージメントを行うツールである〔｡これに

より,ユーザーは,容易にMARCシステムの設定とイ

ンストールができる｡

(b)MARC-DecisionSupport:ビジネスインデノジュンス

システムであり,倉庫業務のKPI(Key Performance

Indicator),エグゼキュティプアラート,バランス ス

コアカードの評価を行い,管理者による分析と意思決

定をサポートしている｡

(c)MARC-Value Added Services:流通加_L作業と

しての生産,組立,梱包,ラベルはり付け処理などを

支援するシステムである｡複数層のBOM(製品仕様書),

BOW(作業書)の管理,作業時間や生産ラインの設定

などを行うことができる｡

WMSトータルサービス

5.1WMSトータルサービスのねらい

日立製作所の豊富な物流センターシステム構築実績か

ら開発したツール･才支法を適用することにより,以下の

サービス提供をねらいとした｡

(1)低コスト･短納期導入

口立製作所の物流センターシステム開発で培った構築

ノウハウを凝縮した構築手順の提供により,高品質

WMSの低コスト･短納期導入を可能とする｡

(2)適切なコンサルティング

物流業務･現場作業に精通したアプリケーションエン

ジニアが適切なコンサルティングを提供する｡

(3)柔軟なセンター運営の実現

業種業態に合ったパッケージを用点し,｢業務の仕組

み+と｢作業運用ルール+および｢情報システム+を一休で

提供し,顧客の業務要件に対応するセンター運営の仕組

みを実現する｡

5.2 WMSトータルサービスの体系

WMSトータルサービスで提供するサービスは,パッケ

ージの適用を前提とした標準構築手順である｡計画･開

発･導人段階でほ,各稗ツール･技法の活用により,高

品質で短期間にサービスを掟供する｡さらに,構築後の

WMS安定稼動支援を目的としたサポートサービスまで

を含め,トータルサービスとして掟伏する(表1参照)｡

また,MARCの適用に際しても,WMSトータルサー

表1WMSトータルサービスの体系

計画から開発,導入,システム稼動後のサポートまで,一貫し

たサービスを提供する｡

サービス商品 概 要

WMS

計画サービス

適用設計･システム言十画

システム基本設計

WMS

開発サービス

カスタマイズ設計･製造

夕ほβインタフェース詳細設計･製造

WMS

導入サービス

環境設計･構築支援

移行支援

エンドユーザー教育,マニュアル作成支援

テスト･稼動支援

WMS

サポートサービス

パッケージシステム問合せ

運用改善模討支援

機能改良情報提供

ビスの体系に基づいて,(1)顧客ニーズと機能の確認を

行い,要件定義を行う｢ギャップ分析サービス+,(2)顧

等引司有の要件を追加する｢アドオンサービス+,(3)動作

環境を設定する｢導人サービス+,および(4)本番後の安

定稼動支援を行う｢サポートサービス+を提供する｡

物流アウトソーシングソリューション

6.1物流アウトソーシングの概要

顧客の受発注業務といった基幹情報システムの情報セ

ンターのアウトソーシング化の進展に加え,物流業務の

保管や輸配送などのロジスティクスオペレーション業務

をはじめ,業務全体を包括的に請け負う3PLによる,物

流アウトソーシングヘのニーズが高まっている｡

｢-I立製作所は,株式会社口立物流と連携し,相互の豊

富な基幹情報システムの業務ノウハウと物流業務ノウハ

ウを融合した｢物流アウトソーシングソリューション+を

提供している(図3参jjくi)｡

6.2 物流アウトソーシングソリューションの特徴と体系

物流アウトソーシングソリューションは,物流ネット

ワークシステム``HB-TRINET(トライネット)”を口‾l核と

している｡その特徴は以下の3点である｡

(1)物流情報センターと全国120か所の物流センターを

ネットワークで結ぶことにより,｢情報+と｢保管+および

｢配送+の二つの機能を高レベルで一体化した物流システ

ムである｡

(2)ファッションや医境品,食品,口用品など幅広い業

種にパッケージレベルで対応している｡

(3)輸州入物流や三国間物流といった凶際物流情報シス

テムにも対応している｡
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客顧

客顧

タンイ トツ

＼

＼l/

¥

サポートセンター

＼l/

¥
サプライヤ⊥ サプライヤー

◆→

ネットショッピングシステム

(受注～配送～決済業務)

ウェブサ】バ 決済サーバ

物流アウトソーシンク"HB一丁R】NET''

⊆⊇

壷ノ

保管･輸配送

●クレジット

･郵便振り込み

･コンビニエンスストア振り込み

この物流アウトソーシングソリューションのサービス

体系と内容は以下のとおりである｡

(1)物流業務サービス

(a)物流センターの保管施設の提供とその運用管理

(b)物流センターの付帯設備の提供とその運用管理

(2)輸配送サービス

(a)輸配送に関する施設の提供

(b)輸配送の運行,管理

(3)物流情報システム運用サービス

(a)コンピュータシステムの提供とその運用管理

(b)物i充情報システムの付帯設備の提供とその運用

管理

おわりに

ここでは,ロジスティクスの核となる物流センターの

情報システム化を支援する｢WMSソリューション+と｢物

流アウトソーシングソリューション+について述べた｡

ロジスティクスは今後,ますますその重要性を増し,

システムの高度化が進むものと考える｡

多くの企業が物流の効率化を望んでいる中で,限られ

たリソースの中でも高品質のWMSを導入できるソリュ

ーションを掟供するために,サービスツールやパッケー

ジのいっそうの拡充をⅠ父Jっていく考えである｡
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